
2009年 9月 28日中国山東省東営市政府

日本群馬県前橋市及び西吾妻エリア視察レポート

2009年 10月 3日

莫邦富事務所・NPOあさま北軽スタイル



今回ＮＰＯ法人あさま北軽スタイルは、中国人旅行者向け日本旅行の第一人者

で作家、ジャーナリストの莫　邦富（モー　バンフ）氏と共に、中国山東省東

営市政府の視察団を招聘し、実施しました。

視察概要

■視察者：中国山東省東営市政府

１. 副市長：王　吉能（ワン　ジノン）
２. 外事・僑務弁公室主任：陳　広風（チェン　グァン　フォン）
３. 教育局局長：張　洪生（チャン　ホン　シェン）
４. 外事・僑務弁公室通訳：趙　清美（チャオ 　チン メイ）

東営市概要

・ 山東省の省都は済南市、他に青島市

・ 青島市まで約２時間、北京まで約４時間とアクセスに優れた地域

・ 人口 183万人
・ 中国第二の大型油田の勝利油田

・ ＧＤＰ中国第 5位（上海１３位）
・ 当市の黄河デルタは、中国政府が長江（上海周辺）、珠江（深_ 市などの

広州）に続く第三の産業エリアとして開発を表明

・ 巨大な黄河に運ばれる土砂により、新たな土地が今でも生まれている

・ 就業率 80％
・ 日本車比率約 37％

■招聘者

　　ＮＰＯ法人あさま北軽スタイル

■視察企画・実施

　　ＮＰＯ法人あさま北軽スタイル

　　莫　邦富（モー　バンフ）事務所

■時期：2009年 9月 28日



■視察目的

　　東京近郊（１~２時間エリア）の教育現場視察

　　地方行政と教育目的での意見交換、交流

■視察実施エリア（担当エリア）

　　群馬県都市部（前橋）及び西吾妻エリア

■視察・訪問先：

１.群馬大学社会情報学部
落合延高評議員

地域社会学研究室森谷　健教授

学生（4名）
２.前橋市立第六中学校
中村　洋校長

３.前橋市
教育委員会：佐藤　博之教育長

教育委員会：清水　弘己指導部長

財務部：眞塩　浩一部長

４.長野原町
高山　欣也町長

竹渕　剛副町長

５.嬬恋村村長（時間の都合上レセプション会場）
熊川　栄村長

※ＮＰＯ法人あさま北軽スタイル・莫　邦富事務所主催【歓迎レセプショ

ン】

______________________________________________________________________
____________________________

■視察詳細 9月 28日
東京発 8：00

１.群馬大学社会情報学部（北軽井沢コンソーシアム協議会）10：00



１－１.
落合延高評議員

地域社会学研究室森谷　健教授

群馬大学の特長や規模などの説明を受け、留学生に関する質問、意見交換



・ 留学生 263人（5000人中）
・ 日本語の語学水準の高い生徒を優先的に受け入れたい

・ アジアを重要なエリアと考える

・ 教員の交流は、今後の課題

・ 授業料は年に 52万円
・ 留学生用の寮

・ 経済力の低い学生には奨学生制度での支援

・ 試験は 11月と 2月で、入学は 4月
・ 経営学が優れ、中国からも留学生が来ている

１－2.地域社会学研究室森谷　健教授、学生（４名）
　日本人学生３名、中国人留学生（山東省青島市）１名への質問





・ 単位の取得について→１年 44単位まで
・ 卒業したら何になるか→デザイン・教員、編集・出版社、公務員

・ 授業スタイルは→２年生まで１対多、3年生からはゼミ形式で少人数制
・ 北軽井沢地域と学術交流をしたい（森谷　健教授）

２.前橋市立第六中学校 11：20
２－１.
中村　洋校長

主に視察団からの質問



・ 周辺地域に住む学生が通う？→定められた通学距離内から通う

・ 中国でも同じだが、より良い学校に通いたがる

・ 始業時刻→職員 8：15、学生 8：25
・ 午前 50 分が 4 コマ、午後 50 分が 2 コマ、部活動（ほとんどの生徒が活
動）

・ 部活動とは？→スポーツや美術など文化活動など

・ 部活動と授業の違い？→授業とは別で、授業でも体育、美術などはある

・ 昼食は？→給食（市内 4~5箇所の給食センターから）
・ 費用は？→有料

・ 時間割や科目などの説明

・ 授業の内容は中国では国・省・市で決めるが→日本では国が決める

・ 地域性は？→日本では国の指導要綱に沿う

・ テストは誰が作る→学校単位で作るが、3年前から全国学力テストが実施
・ 成績や誰が決める→学校単位

・ 授業の時間や→980時間以上
・ 平成 24年から 1050時間以上に増える予定
・ 中国でも学校と塾で、生徒は忙しい

・ 日本にも専門高校はあるか？→商・工・農・水があり、最近は卒業後も



さらに専門の学校に進むことが多い

・ クラスの人数は→1クラス 40人まで
・ 教員の所属や転勤は→県の教育委員会で、転勤は一般教員で 5~8 年くら
いが多く、教頭や校長は 2~3年くらいが多い

・ 教員の給与は誰が決める？→県ごと

・ 通勤距離は？→基本的に通える範囲

　２－２.校舎を視察
　一般教室、各専門教室、体育館を視察。特に家庭科の教室で裁縫や料理を学

ぶことは素晴らしい。中国では一人っ子政策で子供が家事をしなくなっている

状況があり参考にしたい。







　昼食

３.前橋市 13：50
教育委員会：佐藤　博之教育長

教育委員会：清水　弘己指導部長

財務部：眞塩　浩一部長



●東営市の紹介（莫　邦富）

●前橋市の紹介



・　水と緑と詩東京から１００ｋｍで、県庁所在地

・ 工業（機械、電気、食品加工）、農業、金融機関、保険などが集まる

・ 県都として、１００年後を見て教育に力を入れている（特に環境、情報、

語学）

・ 毎年オーストラリアに約４０名のホームステイを実施

・ 東営市ともＮＰＯを通して、絵などの作品の交流から、生徒、教員の交

流に繋がると良い

・ 中国には長い歴史があり、日本にも新しい文化があり共に交流できれば

良い

・ 前橋市には市立大学の前橋工科大学がある



●東営市教育状況紹介

・　東営市は幼稚園通園率 96％、小学校（６年）100％、中学（３年）校 100％
・ 政府の予算で養護学校が建てられ、聾唖学校では 2~3 年で話せる子もい
る

・ 養護学校の高学年は職業訓練も行う

・ 山東省の学生も忙しい

・ 山東省では、都市部と農村部の格差が広がる

・ 社会ニーズに合わせた職業訓練を行い就業率 80％
・ 文化人材交流、観光、異文化教育を目的としてアメリカへホームステイ

を実施

・ ホームステイは夏季に１０~２０名程度で約４週間行う

・ 親を守り、イノベーションを大切にする教育を目指している

・ 帰国後、日本での視察を活かしたい





４.長野原町 17：00
高山　欣也町長

竹渕　剛副町長

　●長野原町の紹介１

・ 群馬県で最も古い役場（たてものとして）

・ ５７前からのダム問題について



　●視察の状況（福嶋　誠）

　●東営市の紹介（莫　邦富）



　●長野原町の紹介 2
・ 学校、子供の減少

・ 高齢者率 25％
・ 村人口約 7000人
・ 観光、酪農業など地域産業について

・ 1997年から、米国のリビングストーン（約７０００人）と交流



　●東営市からの質問

・ 米国のリビングストーンとの民間交流は？→中断している

・ 学生の交流の規模は？→年に 10~15人を継続
・ 費用の負担は？→１／２ずつ個人と町で負担

・ 東営市でも、長野原町との交流事業を検討してみたい





５.嬬恋村村長（時間の都合上レセプション会場）
熊川　栄村長

● 嬬恋村の紹介

・ 中国への訪中予定（2009年 10月、2010年 2月）
・ ロマンチック街道の説明（距離やドイツ、韓国との連携）

・ 西吾妻エリアでの留学生や外国人の受け入れ状況

６.視察の統括ミーティング 18：30
　●参加者

　　中国山東省東営市政府

・ 副市長：王　吉能（ワン　ジノン）

・ 外事・僑務弁公室主任：陳　広風（チェン　グァン　フォン）

・ 教育局局長：張　洪生（チャン　ホン　シェン）

・ 外事・僑務弁公室通訳：趙　清美（チャオ 　チン メイ）
　　莫　邦富事務所

・ 莫　邦富（モー　バンフ）

・ 中野　俊一（ＮＰＯ法人あさま北軽スタイル）

　　ＮＰＯ法人あさま北軽スタイル



・ 福嶋　誠

・ 小畑　真登

　　オブザーバー

・群馬県嬬恋村熊川　栄村長



●確認

・視察箇所及び内容の確認

・課題として、日本での交流事業の必要経費をリサーチ

・サマーキャンプの実施を検討

・視察のレポートを提供

７.取材 19：00
群馬テレビ（１０月１５日放映予定）

朝日ぐんま

群馬よみうり

● 東営市の紹介

● 視察の目的と概要



● 取材



※ＮＰＯ法人あさま北軽スタイル・莫　邦富事務所主催【歓迎レセプション】

19：30



















添付資料

・ レセプション出席者名簿

・ 【中国山東省東営市視察団歓迎レセプション】来賓ご挨拶（要旨）

２００９年１０月 3日

NPO法人あさま北軽スタイル
http://www.asakita-style.jp/

　　理事長　福嶋　誠　

理事　小畑　真登


